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地域公共交通計画認定申請書  

 

 

 

 地域公共交通計画のうち、地域公共交通確保維持事業に係る計画を別紙のとおり定

めたので、関係書類を添えて申請します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本申請書に、記載すべき事項を全て記した地域公共交通計画を添付すること。  



別 紙（地域内フィーダー系統） 

 

 

令和６年６月  日 

 

          （名称）河南町地域公共交通会議           
  

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

河南町においては、富田林駅への移動を中心に、通勤・通学、買い物、通院等の日常生

活に係る移動を補助する役割を担う地域公共交通機関網(路線バス・コミュニティバス・

乗合タクシー)が町内全域に広がっている。その軸となるのが路線バスによる幹線交通で

あるが、この幹線交通に通じるコミュニティバス等が支線の役割を果たしている。 

しかしながら、人口減少や自家用車の普及の影響を受け、当町や事業者の運営努力だけ

では、収支悪化による行政負担の増加をはじめ、路線の維持が難しく運行に様々な問題が

生じている。 

また、バス路線を廃止した一部地域では、十分な交通手段が確保されておらず、住民に

不便を強いている状況にある。 

加えて、令和5年12月20日付けで金剛自動車株式会社が廃業したことを受け、それ以降

は、富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村地域公共交通活性化協議会が運行を引き継

いでいるが、以前より便数を減らしたこともあり、利便性の高い公共交通を望む住民の声

も少なくない。 

このため、地域公共交通確保維持事業により、地域内フィーダー路線である阪南線(補

完)・さくら坂循環線(補完)・石川線・白木線・河内線・千早線A・カナちゃんバス(北/

南)・やまなみタクシー(A/B)を確保・維持することで、住民の生活交通手段を存続させて

いくことが必要である。 

 

※阪南線(補完)・さくら坂循環線(補完)・石川線・白木線・河内線・千早線A 

：4市町村コミバス 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

町内循環線の収支率を 10～15％以上とする。 (R4 年度実績 14.8%) 

駅直通路線の収支率を 20～25％以上とする。 

カナちゃんバス・やまなみタクシー(町内循環線)に係る河南町からの支出を令和 6 年度予

算額の 30,631 千円以下とする。 

４市町村コミバス(駅直通路線)に係る河南町からの支出を令和 6 年度予算額の 127,095 千

円以下とする。 

４市町村コミバスの年間利用者数を 738,984 人の現状維持とする。(※1) 

カナちゃんバスの年間利用者数を 33,525 人以上とする。(※2) 

やまなみタクシーの年間利用者数を 937 人以上とする(令和 4年度実績)。 

 

※1：R5.12.21～R6.1.20 の 1 ヶ月間においての利用者数から年間利用者数を推計 

※2：R４年間実績（R4.2～R5.1）を運行本数 8 本/日の場合で年間利用者数を推計 

 

（河南町地域公共交通計画 P67「表 4-3 本計画の評価指標と目標値」参照） 

 

（２）事業の効果 

地域内フィーダー路線を維持することにより、日常生活に必要不可欠な移動手段が確保

される。 

また、幹線・支線のネットワークが連携することで、効率的な運行体系が実現できる。さ

らには、外出促進・地域活性化にもつながる。 



別 紙（地域内フィーダー系統） 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

・道の駅かなん お買い物券の配布(河南町) 

・車内広告の掲示(河南町) 

・交通系ＩＣカードシステムの導入(河南町) 

・バス待ち環境・バス停の猛暑対策(河南町) 

・総合窓口の設置等の検討や情報発信(広域協議会、河南町、バス事業者) 

・地域公共交通の利用促進として、交通手段の維持・確保のため、イベント・キャンペーン

などの実施による公共交通への関心を高めるとともに、利用者増に向けた取組み(広域協

議会、河南町、バス事業者) 

・バスの安全な運行管理(広域協議会) 

・適正な利用者負担としての料金体系の見直し(広域協議会、河南町) 

・バス乗務員確保に向けた対策(バス事業者、広域協議会、河南町) 

・乗換え結節点による乗り換え環境の改善(河南町) 

・全体の交通手段の見直し(広域協議会、河南町) 

・やまなみタクシーのサービス形態の見直し・ルートの変更検討の実施(河南町) 

・バスロケーションシステムの導入(広域協議会、河南町) 

・グリーンスローモビリティ・自動運転モビリティの活用(広域協議会、河南町) 

・AI オンデマンド技術を活用した運行方法の検討(河南町) 

・パンフレット等の作成(河南町) 

（河南町地域公共交通計画 P61-65 参照） 

 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運送予定者 

表１を添付 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 
地域公共交通確保維持事業によって運行の維持を図る 4市町村コミバス路線について、そ

の運行に係る費用総額 247,631 千円のうち、河南町から運行事業者への補助金額について

は、運行収入及び国庫補助金を運行経費から差し引いた差額分を負担することとしている。 

かなん公共交通活性化事業によって運行の維持を図るカナちゃんバス(北/南)・やまなみ

タクシー(A/B)路線について、その運行に係る費用総額 28,671 千円のうち、河南町から運

行事業者への補助金額については、運行収入及び国庫補助金を運行経費から差し引いた差

額分を負担することとしている。 

６．２．の目標・効果の評価手法及び測定方法 

・収支率は年間実績 

・行政負担額は年間予算額 

・利用者数は年間実績(年度毎)  

７．別表１の補助対象事業の基準ホただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

該当なし 

 

 

 

 

８．別表１の補助対象事業の基準ニに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

該当なし 



別 紙（地域内フィーダー系統） 

９．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

該当なし 

 

10．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

表５を添付 

11．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 
該当なし 

12．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 
該当なし 

（２）事業の効果 

該当なし 

13 車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する費

用の総額、負担者とその負担額【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式

車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

 

14．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

15．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 

16．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

該当なし 

（２）事業の効果 

該当なし 

 

 

17．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

該当なし 
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18．協議会の開催状況と主な議論 

令和５年７月３１日 令和５年度第１回河南町地域公共交通会議 

役員の選出、計画策定について概要説明 等 

令和５年９月２１日～２７日(書面開催) 令和５年度第２回河南町地域公共交通会議 

 広域協議会の設置について 

令和５年１１月１３日～２０日(書面開催) 令和５年度第３回河南町地域公共交通会議 

 自家用有償旅客運送の継続について 

令和６年２月２日 令和５年度第４回河南町地域公共交通会議 

地域公共交通計画の素案について 

令和６年３月１日～１１日(書面開催) 令和５年度第５回河南町地域公共交通会議 

地域公共交通計画の素案について 

令和６年５月２２日 令和６年度第１回河南町地域公共交通会議 

地域公共交通計画案、幹線・フィーダー系統計画認定申請の事前説明について 

令和６年６月下旬(書面開催) 令和６年度第２回河南町地域公共交通会議 

幹線・フィーダー系統計画認定申請について 

19．利用者等の意見の反映状況 

町ホームページにおいて本計画に関する意見募集を実施した。 

募集期間：令和６年４月２４日から令和６年５月１５日 

20．補助対象系統がまたがる市町村の地域公共交通計画への位置づけについて 

 以下の理由から、やまなみタクシー(A・B)が跨がる富田林市・千早赤阪村の地域公共交通

計画には補助対象系統としては位置づけておりません。 

 やまなみタクシー(A・B)は主に当町の住民の生活交通として必要なものであり、富田林

市・千早赤阪村には停留所が無く利用実態もありません。富田林市・千早赤阪村においては

費用負担しておらず、また補助申請も行わないものであり、富田林市・千早赤阪村の生活交

通として計画に位置づける系統ではありません。 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）大阪府南河内郡河南町大字白木 1359-6 

（所 属）河南町地域公共交通会議事務局    

(河南町役場 総務課)         

（氏 名）岡出 侑樹                  

（電 話）0721-93-2500(内線 231)                  

（e-mail）soumu@town.kanan.osaka.jp                  
 

注意： 本様式はあくまで参考であり、補助要綱の要件を満たすものであれば、この様式によら

なくても差し支えありません。 

実際の計画作成に当たっては補助要綱等を踏まえて作成をお願いいたします。 

    各記載項目について、地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実

施計画を作成している場合には、当該計画から該当部分を転記したり、別添○○計画△節

のとおり、等として引用したりすることも可能です。（ただし、上記２．・３．については、

地域公共交通利便増進実施計画及び地域旅客運送サービス継続実施計画に定める目標、当

該目標を達成するために行う事業及びその実施主体に関する事項との整合性を図るように

して下さい。また、地域公共交通計画全体として、協議会における協議が整った上で提出

される必要があります）。 

 

※該当のない項目は削除せず、「該当なし」と記載して下さい。 



補助要綱規定事項一覧表

自治体名：河南町

計画名称：河南町地域公共交通計画

地域公共交通計画での記載箇所（頁）

（第１号関係）
地域公共交通確保維持事業により運行を
確保・維持する運行系統の地域の公共交
通における位置付け・役割

P55
「表4-1　地域公共交通体系と役割分担」

（第２号関係）
上記を踏まえた地域公共交通確保維持事
業の必要性

P56
「(2)路線の維持確保に関する考え方」

（第３号関係）
地域公共交通確保維持事業により運行を
確保・維持する運行系統に係る事業及び
実施主体の概要

P57
「表4-2　地域公共交通の事業概要」

（第４号関係）
地域公共交通計画の区域内全体における
地域旅客運送サービスの利用者の数、収
支、費用に係る国又は地方公共団体の支
出の額その他の定量的な目標・効果及び
その評価手法

P67
「表4-3　本計画の評価指標と目標値」

補助要綱第17条第1
項に規定する事項



４-２ 地域公共交通体系（公共交通ネットワーク） 

（１） 地域公共交通体系と役割分担 

河南町では、近隣市町村との鉄道やバスを介した往来、住宅の立地状況や需要、移動目的などに

応じた適切なサービスを提供できる公共交通ネットワークを形成する必要がある。 

また、地域構造（大規模住宅団地と集落地、山手地域で構成）やにぎわい、交流機会の創出などを

考慮すると、町内中心部に乗継拠点を置き、幹線路線と町内循環路線が乗継拠点を介して相互に移

動可能な交通ネットワーク体系を目指す。 

河南町の地域公共交通体系は、以下のとおりに役割分担を行う。 

 

表 ４-１ 地域公共交通体系と役割分担 

位置付け 運行形態 路線等 役 割 確保・維持 

地
域
公
共
交
通 

幹
線
路
線
（地
域
内
幹
線
） 

路線バス 

4 市町村コミバス 

【駅直通路線】 

●阪南線 

●さくら坂循環線 

●千早線 

各区域と鉄道駅を結ぶ幹線路線

（駅直通路線）。地域公共交通ネッ

トワークのうち、地域から鉄道駅（近

鉄 富田林駅・喜志駅）への主要な

移動を担い、町内外のアクセスの

重要な主軸を担う。また、駅での他

のバス路線への接続などの役割も

あり、支線的役割もある。 

広域協議会で連携を強

めるとともに、国の運行

経費補助である地域公

共交通確保維持事業

（幹線補助）を活用し、

持続可能な運行を目指

す。 

支
線
路
線
（地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
路
線
） 

自家用有償 

4 市町村コミバス 

【補完運行線】 

●阪南線 

●さくら坂循環線 

●千早線（千早赤阪村） 

4 市町村コミバスの幹線路線であ

る、需要の大きな駅直通路線を支

えるため、朝夕のラッシュ時等の需

要が見込まれる際に幹線路線の補

完の役割を担う。また、駅での他の

バス路線への接続などの役割もあ

り、支線的役割もある。 

広域協議会で連携を強

めるとともに、国の運行

経費補助である地域公

共交通確保維持事業

（地域内フィーダー系統

補助）を活用し、持続可

能な運行を目指す。 自家用有償 

4 市町村コミバス 

【駅直通支線路線】 

○石川線 

鉄道駅と町内拠点を結ぶ小さな需

要の支線路線。阪南線と接続。 

○白木線 

○河内線 

鉄道駅と町内を結ぶ小さな需要の

支線路線。さくら坂循環線と接続。 

コミュニティバス 

コミュニティタクシー 

【町内循環線】 

●カナちゃんバス 

・南ルート 

・北ルート 

町内の主要な施設・区域を循環す

る支線路線であり、町民の生活に

係る移動を中心に支える役割を担

う。バス路線がない交通空白地に

もアプローチし、町内の移動を円

滑にするとともに、鉄道駅にも接続

する。 

町内の移動環境・利便

性の向上等の取り組み

により、路線の効率化・

活性化を目指す。国の

運行経費補助である地

域公共交通確保維持事

業（地域内フィーダー系

統補助）を活用し、持続

可能な運行を目指す。 

●やまなみタクシー 

・A ルート 

・B ルート 

そ
の
他 

補
助
的
交
通 

地域の輸送資源 

●スクールバス 

・病院送迎バス 

・福祉移動支援 

等 

町内外の通学・通院・日常生活に

おける移動を支え、地域公共交通

を補完する役割を担う。 

町内の移動需要に柔軟

に取り組めるよう関係者

の連携深化を目指す。 
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（２） 路線の維持確保に関する考え方 

地域内幹線 

4 市町村コミバス 【駅直通路線】 

●阪南線 
●さくら坂循環線 

●千早線 

4 市町村コミバス【駅直通路線】は本町内外の拠点を連絡し、近隣市町村に位置する鉄道駅への移動を

中心に、通勤・通学、買物、通院等の日常生活に係る移動の主軸を担っている。また、町外からの観光や余

暇活動等、多様な目的での移動も担っており、本町だけでなく近隣市町村においても重要な役割を担う路

線である。 

一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業（幹線

補助）による支援、近隣市町村との連携強化を図り、持続可能な路線の確保・維持に努める必要がある。 

 

地域内フィーダー路線 

4 市町村コミバス 【補完運行線】（自家用有償） 

●阪南線 
●さくら坂循環線 

●千早線（担当：千早赤阪村） 

4 市町村コミバス【補完運行線】は本町内外の拠点を連絡する【駅直通路線】を補完し、近隣市町村に位

置する鉄道駅への移動を中心に、通勤・通学、買物、通院等の日常生活に係る移動を補助する役割を担

う。乗換え拠点で【駅直通路線】へ接続し広域の移動も可能で、本町だけでなく近隣市町村にとっても重要

な役割を担う路線である。 

一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業（地域

内フィーダー補助）による支援、近隣市町村との連携強化を図り、持続可能な路線の確保・維持に努める必

要がある。 

4 市町村コミバス 【駅直通支線路線】（自家用有償） 

○石川線 
○白木線 

○河内線 

4 市町村コミバス【駅直通支線路線】は本町内の移動を中心に、通勤・通学、買物、通院等の日常生活に

係る地域の移動手段としての役割を担っている。乗換え拠点で【駅直通路線】へ接続しより広域への移動も

可能とするなど、幹線路線を補完する欠かせない路線である。 

一方で、自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業（地域

内フィーダー補助）による支援、近隣市町村との連携強化を図り、持続可能な路線の確保・維持に努める必

要がある。 

コミュニティバス・コミュニティタクシー 【町内循環線】 

●カナちゃんバス 
北ルート/南ルート 

●やまなみタクシー 

A ルート/B ルート 

【町内循環線】（カナちゃんバス・やまなみタクシー）は、町中心部・山間部・集落地と町内主要施設等を循

環し、町民の日常生活に係る移動を中心に支える重要な路線である。バス路線がない交通空白地にもアプ

ローチし、町内の移動を円滑にするとともに乗換え拠点で【駅直通路線】やその他の路線に接続し、広域な

移動も可能とするなど、幹線路線を補完する欠かせない路線である。 

一方で、やまなみタクシーは、河南町が運行を交通事業者に委託し、運行経費の一部を負担している。

自治体や事業者の運営努力だけでは路線の維持が難しく、地域公共交通確保維持事業（地域内フィーダ

ー補助）による支援を新たに受け、持続可能な路線の確保・維持に努める必要がある。 

また、近隣市町村と取り組む路線バスのサービスとのバランスを、関係者間での協議・調整を行っていくこ

とに加えて、交通ネットワークの利便性・効率性の向上を目指す目的から、路線の見直し、再編に取り組む

必要がある。 

  

56



種
　

別
起

点
経

由
地

終
点

乗
継

拠
点

事
業

許
可

区
分

運
行

態
様

実
施

主
体

運
行

主
体

補
助

事
業

の
活

用

●
阪

南
線

喜
志

駅
太

子
四

つ
辻

近
つ

飛
鳥

東
山

●
さ

く
ら

坂
循

環
線

さ
く

ら
坂

1丁
目

富
田

林
駅

寺
田

●
千

早
線

出
屋

敷
千

早
赤

阪
中

学
神

山

●
阪

南
線

喜
志

駅
太

子
四

つ
辻

近
つ

飛
鳥

東
山

●
さ

く
ら

坂
循

環
線

さ
く

ら
坂

1丁
目

富
田

林
駅

寺
田

●
千

早
線

出
屋

敷
千

早
赤

阪
中

学
神

山
千

早
赤

阪
村

（
委

託
）

○
河

内
線

寺
田

河
内

寺
田

○
白

木
線

寺
田

東
水

分
寺

田

○
石

川
線

大
ケ

塚
近

つ
飛

鳥
東

山

北
ル

ー
ト

東
山

寺
田

・
東

山

南
ル

ー
ト

さ
く

ら
坂

1丁
目

寺
田

・
神

山

A
ル

ー
ト

南
加

納
寺

田

B
ル

ー
ト

青
崩

寺
田

河
南

町
（
委

託
）

交
通

事
業

者

【
町

内
循

環
線

】
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス
カ

ナ
ち

ゃ
ん

バ
ス

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

タ
ク

シ
ー

や
ま

な
み

タ
ク

シ
ー

4
条

乗
合

4
市

町
村

コ
ミ

バ
ス

【
駅

直
通

路
線

】

4
市

町
村

コ
ミ

バ
ス

【
補

完
運

行
線

】

4
市

町
村

コ
ミ

バ
ス

【
駅

直
通

支
線

路
線

】

4
市

町
村

広
域

協
議

会

4
市

町
村

広
域

協
議

会

4
条

乗
合

富
田

林
駅

河
南

町
か

な
ん

ぴ
あ

か
な

ん
ぴ

あ

路
線

定
期

運
行

自
家

用
有

償
旅

客
運

送

自
家

用
有

償
旅

客
運

送

富
田

林
駅

富
田

林
駅

フ
ィ

ー
ダ

ー
補

助

フ
ィ

ー
ダ

ー
補

助

路
線

系
統

名

● ●

フ
ィ

ー
ダ

ー
補

助

幹
線

補
助

自
家

用
有

償
旅

客
運

送

路
線

定
期

運
行

交
通

事
業

者

河
南

町
（
委

託
）

河
南

町
（
委

託
）

路
線

定
期

運
行

路
線

定
期

運
行

4
市

町
村

広
域

協
議

会

表
 ４

-
２

 
地

域
公

共
交

通
の

事
業

概
要

 

57



（２） 評価指標及び目標値

個別の運行による利用者の利便性向上による評価に加え、河南町全体から見た公共交通の総合

的な評価を行うことが可能で、持続的な交通体系の形成に資する指標を設定する。 

■公共交通の課題解決につながっていることを評価する

■地域の状況変化を素早く把握できる指標を設定する

■評価に係るデータ取得の負担を考慮して設定する

表 ４-３ 本計画の評価指標と目標値 

項目 評価基準 現状値 目標値 評価方法 

費
用
効
率
面

収支率 

（運行費用に対する 

運賃収入割合） 

町内循環線 
●町内循環路線

14.8％（R４） 10～15％以上 

年間実績 駅直通路線 
●駅直通路線

●補完運行線

●駅直通支線路線

- 20～25％以上 

行政負担額 

（運行費用に対する 

行政負担額） 

町内循環線 
●町内循環路線

30,631 千円 

（R６予算額） 
現状以下 

年間予算額 駅直通路線 
●駅直通路線

●補完運行線

●駅直通支線路線

127,095 千円 

（R６予算額） 
現状以下 

立
地
サ
ー

ビ
ス
面 

公共交通人口カバー率 
97％ 

（R2） 
現状維持 

国勢調査 

GIS データ 

利
用
状
況
面

年間利用者数 

４市町村コミバス 
推計：738,984 人 

（※1） 
現状維持 

年間実績 

（年度ごと） 
カナちゃんバス

推計:33,525 人 

（※2） 
現状維持 

やまなみタクシー 937 人（R４） 現状維持 

※1：R5.12.21～R6.1.20 の 1 か月間においての利用者数から年間利用者数を推計

※2：R４年間実績（R4.2～R5.1）を運行本数 8 本/日の場合で年間利用者数を推計

（３） 計画の進捗管理

なお、各施策の進捗の状況や今後の社会経済情勢の変化等に応じて、確認するべき新たな視点

や指標を追加する等、地域公共交通協議会で検討しながら、柔軟に施策の進捗管理を行っていく。 
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表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運送予定者（地域内フィーダー系統） 令和７年度

起点 経由地 終点 運行態様の別
基準ハで該
当する要件
（別表７・９）

補助対象地域間幹
線系統等と接続の
確保

基準ホで該
当する要件
（別表７のみ）

路線定期運行 ①、② ②

河南町
（富田林市）

河南町 (11) 白木線B 富田林駅 大伴 寺田

往　3.5ｋｍ

河南町 (5) さくら坂循環線A
往　8.6ｋｍ

補助対象幹線系統
である千早線・さく
ら坂循環線と「富田
林駅」停留所で接

続

さくら坂3丁目 さくら坂1丁目

路線定期運行 ①、② ②
復　6.4ｋｍ

千早赤阪村 (13) 千早線A
富田林
駅

森屋西
口

千早赤阪
村立中学
校前

往　6.6ｋｍ

補助対象幹線系統
（交通ネットワーク）で
ある千早線・さくら坂
循環線と「富田林駅」
停留所で接続

2190回

補助対象幹線系統である
阪南線・喜志循環線と「喜
志駅」停留所で接続

②
復　5.0ｋｍ

富田林駅 寺田 東水分

河南町
（富田林市・太子町） 河南町 (14) 阪南線 喜志駅 太子四つ辻 近つ飛鳥

往　5.0ｋｍ
365日 1825回 路線定期運行 ①

365日 2555回

市区町村名 運送予定者名
運行系統名等
（申請番号）

系統
キロ程

河南町 (1) カナちゃんバス北ルート

河南町

かなんぴあ 東山 かなんぴあ

かなんぴあ さくら坂1丁目 かなんぴあ

大阪第一交通(株)

大阪第一交通(株)

河南町

運行系統

365日 182.5回

路線定期運行
復　7.5ｋｍ

往　4.0ｋｍ

2190回

2896回 路線定期運行

730回 路線定期運行

3832.5回 路線定期運行

365日 182.5回

365日

365日

富田林駅

富田林駅

(2) カナちゃんバス南ルート

往　18.3ｋｍ
205日

(3) かなんぴあ 南加納 かなんぴあやまなみタクシーAルート

820回

(10)

寺田 河内

東山 大ケ塚 富田林駅

かなんぴあかなんぴあ 青崩(4) やまなみタクシーBルート

さくら坂1丁目 さくら坂4丁目 365日 182.5回富田林駅

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

往　15.0ｋｍ

循環

往　7.7ｋｍ

計画
運行
日数

計画
運行
回数

利
便
増
進
特
例
措
置

362日 2896回 路線定期運行 ①

②

往　19.8ｋｍ
362日 ① ②

循環

往　15.6ｋｍ
205日

運
送
継
続
特
例
措
置

補助対象幹線系統
であるさくら坂循環
線と「寺田」停留所
で接続

路線定期運行 ① ②
循環

②

往　9.1ｋｍ

復　8.9ｋｍ

②

路線定期運行 ①、② ②365日

365日 182.5回 路線定期運行 ①

路線定期運行 ①

365日

②
往　9.0ｋｍ

河南町
（富田林市・千早赤阪

村）

②

820回 路線定期運行 ① ②
循環

河南町

河南町 石川線B

河南町 ①(8) 河内線

(12) 白木線A

河南町 (6) さくら坂循環線B 富田林駅 さくら坂1丁目 富田林駅
往　15.8ｋｍ

路線定期運行 ①

① ②
復　5.2ｋｍ

R８年度～計画期間最終年度については、R７年度事業から運行内容に変更がないため省略

河南町 (9) 石川線A 富田林駅 大ケ塚 近つ飛鳥
往　5.4ｋｍ

① ②
循環

河南町 (7) さくら坂循環線C



（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」及び「運送継続特例措置」については、利便増進計画又は運送継続計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９又は別表１０）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。



表５　地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要

（単位：人）

　交通不便地域等の内訳

（１）記載要領

１．

２．

３．

４．

５．

６．

（２）添付書類
１． 「人口集中地区以外の地区」及び「交通不便地域等」の区分が分かる地図を添付すること。

（ただし、全域が交通不便地域等となる場合には省略可）

「交通不便地域等」の欄は、地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱（以
下、「交付要綱」という。）の別表７（ハ②（１））に記載のある過疎地域の人口、交付要
綱別表７（ハ②（２）（実施要領の２．（１）⑪））に基づき地方運輸局長等が指定する交
通不便地域の人口及び交付要綱別表７リに基づき地方運輸局長等が認める地域の
合計（重複する場合を除く）を記載すること。

「対象地区」の欄には、当該市町村の一部が交付要綱別表７（ハ②（１））に掲げる法
律（根拠法）に基づき地域指定されている場合に、根拠法ごとに当該区域の旧市町村
名等を記載すること。また、地方運輸局長等が指定する交通不便地域等が存在する
場合には、該当する区域名を記載すること。

「根拠法」の欄は、交通不便地域を地方運輸局長等が指定した場合は、「局長指定」
と記載すること。また、乗用タクシー以外での輸送が著しく困難であるものとして地方
運輸局長等が認めた場合は、「局長指定（乗用）」と記載すること。

「特例適用開始年度」の欄は、地域公共交通利便増進実施計画又は地域旅客運送
サービス継続実施計画を策定し、特例を適用する場合に記載すること。

人口は最新の国勢調査結果を基に記載すること。ただし、地方運輸局長等が指定す
る交通不便地域の場合は、申請する年度の前年度の３月末現在の住民基本台帳を
基に記載すること。

「人口集中地区以外」の欄は、国勢調査結果により設定された人口集中地区に該当
しない地区の人口を記載すること。

　地域公共交通計画、地域公共交通利便増進実施計画、地域旅客運送サービス継続実施計画の策定
年月日及び
特例適用開始年度

計画名 策定年月日 特例適用開始年度

河南町地域公共交通計画 令和6年5月22日

交通不便地域等 0

人　口 対象地区 根拠法

市区町村名 河南町

人　口

人口集中地区以外 9,248



 

人口集中地区以外の地区及び交通不便地域の区分が分かる地図 

（河南町） 

 

（全体図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(詳細図) 

 

ＤＩＤ地区 



大深

河南橋
太子四つ辻

太井川
内之町

聖徳太子

御廟前

磯長小

学校前

用明天

皇陵前

太子町役場

平和町

竹内街道春日西

春日

松の木保育園

上ノ太子駅

山田

推古天皇陵前

仏眼寺前・葉室

敏達天皇陵前

上宮学園前
東山

一須賀

大ヶ塚

北加納

南加納

加納
長坂

白木

中村北口

河内

中村

馬谷口

葛城登山口

東水分

水分

北水分

川野辺

北大伴

大伴口

住宅前

堺筋
富田林西口

甲田

川西

川向

双葉住宅前

錦織

大伴

別井

出屋敷

五軒家

柏木住宅前

板持

西板持

第三中学校前

山中田

下佐備

中佐備

上佐備

彼方

滝谷公園前

滝谷不動前

神山

森屋西口

森屋

東条小学校

龍泉

蒲

蒲中央

福祉センタ－東口

こんごう福祉センタ－

千早赤阪役場前

千早赤阪中学校

サバ－ファ－ム

スポ－ツ公園前

消防分署前

楠公誕生地

奉建塔前

松本橋

水分神社口

甘南備口

甘南備

東甘南備

東阪吉年

小吹

海洋センター前

北大伴南口

中佐備

（循環線）

聖和台第一号公園

孝徳天皇陵前

美野の里前

聖和台3

聖和台4

聖和台2

科長神社口

畑薬師山公園前

太子カントリ－入口

二子塚前

聖和台1

梅川橋

中村南口

葉室公園前

しなが台

泥掛け

地蔵前

太子カントリ－
クラブ前

和みの
広場前

鈴美台3丁目前

総合体育館前

六枚橋東

グロワールゴルフ倶楽部入口

グロワールゴルフ倶楽部前

寺田

富田林駅

喜志駅

阪南一須賀

大宝１

大宝２

大宝４

近つ飛鳥博物館

滝谷口

さくら坂３

さくら坂２

さくら坂１

さくら坂４

かなん桜小学校

芹生谷

寛弘寺

河南町役場前

菊水苑前

(1) カナちゃんバス北ルート

(2) カナちゃんバス南ルート

(3) やまなみタクシーAルート

(4) やまなみタクシーBルート

(5) さくら坂循環線A

(6) さくら坂循環線B

(7) さくら坂循環線C

(8) 河内線

(9) 石川線A

(10) 石川線B

(11) 白木線B

(12) 白木線A

(13) 千早線A

(14) 阪南線

さくら坂循環線

阪南線

千早線

幹

線
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